
その上で、応募者の適性・能力は、表面上だけで判断せず、潜在的な能力や採用後の教育訓練によ

る可能性も積極的に見いだすような配慮が大切です。

p.100

能力のみ

能力のみ

能力のみ

71p.

健康診断の必要性を慎重に検討することなく、採用選考時に一律に健康診断を実施したり、健康診断

書の提出を求めることは、応募者の適性と能力を判断する上で必要のない事項を把握する可能性があ

り、結果として就職差別につながるおそれがあります。また、健康診断を実施しなくても、既往症等につい

て、面接時に質問したり、応募書類等で確認することも、同じく就職差別につながるおそれがあります。特

に、採用選考時の「血液検査」や「色覚検査」等の健康診断については、応募者の適性と能力を判断す

る上で真に必要かどうか慎重に検討していただき、職務遂行能力の有無の判断に必要不可欠である場

合以外は実施しないようにしてください。

や「厚生労働省履歴高等学校

知識や ・

書様式例」
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場においてこれらの偏見を排するよう、正しい知識の普及・周知徹底に取り組んでいます。ウイルス性肝

炎は、通常の業務において労働者が感染したり、感染者が他の労働者に感染させることは考えられず、

また多くの場合肝機能が正常である状態が続くことから、基本的に就業に当たっての問題はありません。

 採用選考時に「血液検査」等の健康診断を実施することは、結果としてこれらの方々に対する就職差別

につながるおそれがあり、職務内容との関連でその必要性を慎重に検討することが求められます。

一方、労働安全衛生規則第43条では事業者に対し、労働者を雇入れた時には、当該労働者への健康
診断の実施を義務付けています。但し、当該労働者が健康診断後、３か月を経過しない健康診断書を提
出した場合は、同条に定める診断項目については、その限りではない旨が定められています。

みなすことが
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